
令和  ７年  ６月  30 日 

尾道市立向東小学校 

Ｎｏ．３ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

４年生は、社会で「ごみの処理と利用」について学んでいま

す。その中で、実際に給食室からでるゴミを尾道市のルールに

沿って分類してみました。すると、給食室のごみは正しく分類

されることで、その多くが「利用できるごみ」になっているこ

とに気付きました。限りある資源を大切にするために、自分達

にできることは何か考えてもらえると嬉しいです。 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食の牛乳(200ml)を

排水に流すと、魚が住め

る水質にするためには、

バスタブ(300L)で10杯

以上の水が必要です。 

揚げ物調理の際に出る廃

油は、月に 1 回のペースで

回収してもらい、バイオマ

ス燃料や家畜のえさに生ま

れ変わっています。 

缶は、資源ご

みとして出すだ

けでなく、草や

石の回収容器と

して校内で活用

することもあり

ます。 


